
26.林業用機械の性能試験

(小形可接式機械の性能)

1.試験担当者
本农按械化部機械第二研究室長 小沼 預一ほか

2•試跡目的
林後の生産性の向上を担った我が国山血林地帯のきびしい条件のもとて’も使えるところの 

小杉可來式機射は,年々その性茄向上をみとめることができるが,労働人口の滅少という社 

会情勢此対処するため忙なおー帝の向上をはからなければ左らない。

このため小形可锻式梭域,すなわちチェーソソー,刈払扱,植穴機等 の勤カ性胳てついて 

計測分析をおこない,これらの基礎データにもとづいて改善,開発のための指針を手褂し, 

実際に実行することがこの研究の目的である。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

1. 各龄械の性能試赖を実施した〇

2, 沸うん磁の劾力を利用して駆動する簡易集材娑底を试作した〇

4. 昭和4 6年度の試琰計画

1. 立木をどの険罟物の存在する林内に歩いても,果材を可花とする集材用付坂楼械を試作 

し,前年度に試作した簡易染材装理とともに,クランドリート選たはハイりード方式の索 

張りを応用した储易集材作業だ使用し,種:々の条件下忆お、ける翎を沛淀して,有効な筒 

易茱材装殴の開発ならびに新しい億易集材法の応立に必耍な資料を待る。

2. 各晚8村の性能以駁を灾施する。
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林業用機械の性能試験

(林栗用銅鄴颓疲秀ならぴに集材機付歩婪階むよび涵の性能)

1.試駿担当者
本埸檢按化都核核第一研究室長 上田 灾ほか

2•試験目的
わが国の林業!てお、ける験索の消費:!Sは年間約2 〇億円であり,木材の生茂コストの中で 

力/リの比重を占めている。林業用として使用すろ場合の銷索の耐久性,信頼世,鋼索の 

技類(悟;造,抗張力など)の選択の基準,鏡索の検查法たどに関する明芯な資料はほとん 

ど無いのが現状である。

このため銅索のくり返し由Iげ疫労我賤を林業における使用灸件にあわせて行い,«© 

百j技労性を求める。その桔果をもとに ①錯索の使用限界を羽らか花し,②使用条件は母 

も透会した鋼索の種類と技造を客梗的雑決定することを可能とするための基準を確立する 

とといて,③駐坡労性のすぐれた銅素を使用前に予測するための品貧検査の方法を検討寸 

る。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

<り返し曲げ・疲労離樓により録の険労性は群成にかたり影容を受けることがわか 

ったcすなわち主凍についてはJ I Sタイブの1甘品より異形貌<3 -フ・くサンロープ,ス 

ラフa -ブ等>の方が優れている。作業黑はこれに反して羿澎织口 -プは同径の丸銀タイ 

プのものに比べて劣る。嗖た素恐が绶労のため逐次断歸していく状態を捋成別に比みる 

と,6xW,6xS,6xFiは校出型に權し,1〇9伽線の昭期を推定するのが困賤で 

あるのに対し,6X19E&溉型であるため1U %断絲の時期を推定するのが前者より容 

易である。したがって安全镣琮のうえからみると6 XI9の方が俊る。

4. 昭和4 6年度の艾験計画

1.疲労特性に関する試麒

小角度曲げ絞労試璐機(主索)なよびS曲げ疫労試殿梃(索)を使用して,下記 

のごとさ褒労蹈を行たう。・

源条件を2通りとし,羯索が切断するまでの往復回数を6段陥に分け,各往復回数 

に訓った錦索の引張獄談を行左う。(サンプル敌5>
なわ主索てついては 37,巽型線”ーブ,作業気についてd 6 x19 , 6 x F i K 

ついて行なう。

2.国有林に:ひける綱索の展乘此関する剥査

国有林で廃奏処分され・た鋼索の使用履歴ならぴに残留強度,残留エネルギー筈を詞充 

検討し,疲労試籁との対比を行なう。


